
 

 
 

 

★浜松市 平成 22 年度予算案のポイント★ 
 

◆ 総予算（一般会計＋特別会計＋企業会計 －重複分） 
・ 4,525 億円 （21 年度 4,495 億円 ＋30億円 ＋0.7％） 

企業でいえば「連結」に相当。特別会計には、「国民健康保

険」、「介護保険」、「オートレース」などがあります。企業会計に

は、「病院」、「水道」、「下水道」、「国民宿舎」の４つがあります。 

・ 一般会計（2,660）＋特別会計（1,887）＋企業会計（706） －重複分（728） 

 

◆ 一般会計 
・ 2,660 億円 （21 年度 2,546 億円 ＋114億円 ＋4.5％） 

 

◆ 一般会計 「歳入」の特徴 
・ 最大の自主財源である「市税」は 

85 億円の減。 

昨年度の 102億円減に続き、 

2 年続けて厳しい税収。 

法人市民税（▲19.3 億円）の減に、 

個人市民税（▲77.5 億円）の減が 

加わる見込み（右グラフ）。 

（昨年度は法人市民税▲85.5 億円 

の影響大） 

「固定資産税」は増の見込み。 

・ 「市税」の減にともない「地方交付税」

が増（＋23億円） 

・ しかしカバーしきれず「臨時財政対策

債」を追加発行（＋55億円）。 

・ 「子ども手当」支給のため、「国庫支

出金」が大幅増（+103億円）。 

・ 「自主財源」比率は、61％から 56％

へ 5ポイントダウン（次ページグラフ） 

後援会 

だより 
平成 22 年 3 月 1 日 

お気軽にどうぞ 

昼 053－447－3820 
夜 053－440－7100 田口 章 

浜松市議会議員 

創ろう！元気な浜松 

市税収入比較

180.1
94.6 75.3

499.7

492.1
414.6

529.8

524.4

535.3

162.4

158.9

159.7

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

H20年度 H21年度 H22年度

その他

固定資産税

個人市民税

法人市民税

(億円)

1372億円

1270億円

1185億円

法人

▲85.5億円

個人
▲7.6億円 個人

▲77.5億円

法人

▲19.3億円

やすとも市長 

「マニフェスト」 集大成の年に 



 

◆ 一般会計 歳出の特徴（21 年度→22 年度 比較） 
・ 増えているもの 

民生費 631億円 → 809 億円 （+178 億円） 

衛生費 200億円 → 248 億円 （ +48 億円） 

商工費  50 億円 →  82 億円 （ +32 億円） 

・ 減っているもの 

土木費 477億円 → 409 億円 （▲68億円） 

総務費 398億円 → 353 億円 （▲45億円） 

教育費 204億円 → 183 億円 （▲21億円） 

・ 「民生費」は約 178 億円の大幅増。「子ども手当」

や 「生活保護費」など国の政策による増の他、

「医療費助成制度」などマニフェスト事業も着実に

推進。 

・ 「衛生費」は「南部清掃工場」の改修、「商工費」は「都田工場用地開発」という特殊要因

のため増。 

・ 「土木費」は 68億円の減。昨年度の 72億円の減に続き、2年連続の大幅削減。 

（「道路維持整備（178 億円→130 億円▲48 億円）」、「区画整理（60 億円→38 億円

▲22 億円）の減」） 

・ 「総務費」は前年のモザイカルチャーや土地購入など特殊要因による減。 

・ 「教育費」は校舎等建設の減。 

 

◆ 総市債残高（総会計の借金） 
・ 21 年度末見込み 5,341 億円 → 22 年度末見込み 5,257 億円 （▲84億円） 

（厳しい中でも、中期財政計画の「H26年度末に 5000億円未満」に向け着実に減） 

 

◆ 基金（貯金） 
・ 21 年度末見込み 219 億円 →22年度末見込み 149 億円 （▲70億円） 

（厳しい税収の中で、市債の発行に加え、貯金を取り崩さざるを得ない状況） 

 

◆ 主な施策について 

○こども第一主義 

・ 学校施設の耐震化は 22年度中に 100％完了予定。以前の計画から 5年前倒し。 

・ 通学路の安全対策として 9路線 1420m の歩道整備。 

・ 中学生までのこども医療費助成事業は、20 年度から導入した「入院助成」に加え、「通

院助成」まで拡大予定。 

・ 待機児童対策として 23 年 4 月まで 1 年間かけて、①民間保育所の定員を 480 人増、

②放課後児童会は、なかよし館の見直し等も含め470人増を計画。 

・ こども手当は、中学生までの児童に、年 3回（6･10･2 月）、月 13,000 円分を支給。 

○くらし満足度向上 

・ 老人福祉施設への整備助成で特別養護老人ホーム 3 施設、定員 200人増を計画。 

・ 在宅介護を支援するために地域密着型介護サービス 28 ヵ所の整備助成を予定。 

・ 消防ヘリコプターの導入による中山間地を含めた救急医療体制の充実。 

○その他 

・ 中小企業への金融支援や雇用創出事業など、経済・雇用対策を 21 年度から継続実施。 

・ イベント補助の廃止や 22年度団体運営費補助の見直しなど、補助金の見直しも推進。 
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◆ その他（総会計の課題） 

○駐車場事業（特別会計） 

・ 駐車場事業は、基本的には利用

料金で運営されています。ただし

駐車場を造るにはお金がかかるの

で、市が税金を投入して建設費に

対し負担をしています。 

・ 22 年度の予算案では、駐車料金

の減と、それに伴う市の補てんの

拡大が提案されています。 

・ 最大のザザシティ駐車場は、映画

館が郊外にできていることなどから、

ここ数年利用者が激減しています。 

・ 機械式（⇔自走式）の東田町地下駐車場は動かせば動かすだけ赤字が出る状況です。 

・ 市は今年度中に駐車場事業の「今後の方針」を示すはずでしたが、まだ提示されていま

せん。平成 26 年度には駅南地下駐車場が県から移管されるなど、新たな課題も出てく

る中で、既存施設の売却や営業中止などを含めた早急な対策が必要です。 
（グラフの 07･08 年度は決算、09 年度は見込、10 年度は予算の数値。単位は万円。「その他」は新川北・新川南・万年橋） 

 

◆ 条例改定など 

○委員報酬の日額化と額の見直し 

・ 1 月に示された「特別職報酬等審議
会」の答申を受けて、教育委員会や

人事委員会など執行機関の委員等

の報酬を、これまでの月額制から日額

へと見直す議案が提案されています。 

・ 新たに日額となる執行機関は表のとおりです。 

・ 「監査委員」「農業委員会」は業務内容から月額のままとしますが、金額水準は見直します。 

・ なお同条例改定議案には、もう 1 点改定ポイントがあります。「附属機関の委員等の報酬額の見
直し」で、市民委員の場合「日額 8,800 円→日額 5,000 円」とするものです（委員長は別）。 

○産業廃棄物処理施設設置に関する紛争予防条例 

・ 廃棄物処理施設の設置に関して、地元住民と合意できず、調整に時間がかかるケースがあります。
近年こうしたケースが増えていることから、運用手続きの見直しや具体化などにより、実効性を高

めるための条例改正が提案されます。 

○国民宿舎奥浜名湖条例 

・ 「国民宿舎奥浜名湖」に平成 23 年度から指定管理者制度を導入するために条例を制定します。

浜松市は以前「かんざんじ荘」と「奥浜名湖」の 2 ヵ所の国民宿舎を運営していましたが、「行政が

やるべき仕事かどうか」を検討する中で、平成 19 年度から「かんざんじ荘」を民営化しました。「奥

浜名湖」についても同様の検討がなされていますが、さまざまな課題もあることから、まずは指定

管理者制度の導入により、運営改善につなげる考えです。 

○子ども育成条例 

・ 浜松に住む子どもが生き生きと輝き、子育てがしやすく楽しいと感じられる社会の実現をめざし、そ
の理念を条例化します。市民の関心も高くパブリックコメントにも 340 件ものご意見をいただきまし

た。すべての市民が合意できる条例案にはなっていないかもしれませんが、大切なことは「作った

あとの施策」です。次世代育成支援（後期）行動計画などアクションプランのＰＤＣＡをしっかりと回

すことで、子どもたちひとりひとりの「子育ち」を支援していきます。 
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委員の報酬額 現行（月額） 改定案（日額） 

教育委員会 81,000 円 

市選挙管理委員会 59,000 円 

区選挙管理委員会 45,000 円 

人事委員会 123,000 円 

21,000 円 

活動が1.5時間 

未満の場合は 

14,000 円 

＊ 委員長は別途金額   



 
２ 月 の 活 動 報 告
01(月) 自治体トップフォーラム（東京） 

02(火) 自治体政策講座（東京） 

03(水) 入野小学校学校評議員会 

04(木) 浜松メッセ 2010 

05(金) 市政報告会 

06(土) 大平台小学校学習発表会 

07(日) 西区まつり 

     浜松西政経フォーラム 

08(月) 厚生保健委員会 

09(火) 厚生保健委員会市内視察 

10(水) 市政報告会 

     入野地区自治連会議 

11(木) 建国記念の日式典 

12(金) 全員協議会（議案配布） 

13(土) 入野中学校区青少年健全育成会 

     浜松市消防音楽隊演奏会  

14(日) 入野地区組凧揚会発会式 

18(木) 市政報告会 

19(金) 本会議（定例会初日） 

     入野中学校評議員会 

20(土) 市政報告会 

21(日) 浜松 RAIN房成果報告会 

     ルピロがおこなう発達支援講座 

22(月) 厚生保健委員会 

     連合浜松意見交換会 

23(火) 鈴木康友市長市政報告会 

25(木) 本会議 

26(金) 本会議 

27(土) 堀留川を考える市民フォーラム  

３ 月 の 活 動 予 定
02(火) 入野小記念植樹集会 

05(金) 22 年度予算案意見交換会 

06(土) まち・もりシンポジウム 

07(日) 入野中卒業記念凧揚げ 

     NPO 協働推進フォーラム 

08(月) 本会議 

09(火) 本会議 

10(水) 本会議 

11(木) 厚生保健委員会 

13(土) 入野地区社協活動報告会 

14(日) 佐鳴湖クリーンキャンペーン 

16(火) 大都市制度調査特別委員会 

18(木) 入野中学校卒業式 

19(金) 入野小学校卒業式 

24(水) 本会議（定例会最終日） 

27(土) 入野保育園卒園式 

     入野地区自治連総会 

28(日) 入野地区組凧揚会会所開き 

 

最近のブログから ○「浜松ＲＡＩＮ房」（2/21） 

アクトシティ展示

イベントホールで、

静大工学部の学生

による「ロボコン」と、

「浜松 RAIN 房」の

活動報告がおこな

われました。 

文系の私には技

術的なことはよくわ

かりませんが、浜松

の「モノづくり力」とそ

れを支える「人財」 

の頼もしさを感じました。 

写真は「ロボコン」のようす。学生たちがグループに分かれ、それぞれ

にいろんな特徴を持つロボットをつくり、8 つほどの競技にチャレンジしてい

ました。 

  「浜松 RAIN 房」のコーナーで

は、ゲーム感覚でロボットの操作

をしたり、紙ヒコーキを飛ばした

り、ブースは親子連れでにぎわっ

ていました。浜松の最大の地域

力である「モノづくり」に関心を持

つ子どもたちが増えて欲しいです

ね。 

RAIN 房事務局の方からお話

をうかがいました。浜松ではいろ 

んなところで「モノづくりイベント」がおこなわれているが、拡散している印

象を受けるとのこと。事業の精査、選択と集中が必要かもしれません。 

私からは「裾野を広げるために、学校へ参画してどうか？」と伺いまし

たが、国の事業範囲が定められているため来年度末まではできないとの

こと。手取り足取りご指導いただきますが、国の事業というのは融通の利

かないものです。1 年先を見越して浜松の将来にとってよりよいモノづくり

環境を創っていきたいものです。 

★浜松RAIN 房のサイト 

 

◆日ごろの活動はブログをご覧くださいね◆ 

創ろう！元気な浜松【浜松市議会議員 田口 章】 
http://taguchi-hamamatsu.cocolog-nifty.com/blog/ 

  
 
【あとがき】 

世界中が熱狂したバンクーバーオリンピックが閉幕しました。テレビを通し

てメダルにかける選手の熱い想いが伝わってきました。結果は悲喜こもごも

でしたが、勝者にも敗者にも心からエールを送りたいと思います。 

また先日は「津波警報」が出されましたが、あらためて自然災害への備え

の大切さを感じました。静岡県の川勝知事も施政方針で危機管理の重

要性を訴えていましたが、お互いに日ごろからの備えをしっかりしなくてはいけ

ませんね。 

さて弥生。期末を迎えそれぞれお忙しい中でしょうが、議会もいよいよ予

算審査の佳境を迎えます。議会の本質を問われる時期ですので、心して

意見反映に努めます。（章） 

 

 


